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察①の融合した形である②。山形県高畠町にて 2010 年から 2013 年までの 4 年間に渡るフィー
ルドワークショップを行った。また、共生方策研究のために、飼い主とともに播州・神戸市等
で、フィールドワークショップを行った。 
                                               
①  社会活動で生じる諸問題について，小集団での基礎的研究でそのメカニズムを解明し，得られた知見を社会生活
















































                                               
























                                               









成 13 年度）より始まり、2013 年 9 月 1 日（平成 25 年度）現在も続行中である。 
 
 
図 2 神戸市犬のしつけ方相談の様子（筆者） 
  
当論文に記載する集計表は、4 月から翌年 3 月の年度別集計となっている。 






類を見なかった。2008 年、神戸市以外にようやく全国 91 カ所中 9 カ所で個別に対面して相談
を受けている⑨。 
しかし、そのほとんどは獣医師によるものであり、家庭犬のしつけ方インストラクターが行







                                                                                                                                                  
⑤ 昭和 25 年 8 月 26 日法律第 247 号 
⑥ 昭和 48 年 10 月 1 日法律第 105 号 一部改正昭和 58 年 12 月 2 日、平成 11 年 7 月 16 日、平成 11 年 12 月 22 日、
平成 17 年 6 月 22 日 
⑦ 兵庫県条例平成 5 年 3 月 29 日条例第 8 号第 9 編保険環境第 2 節「動物の保護及び管理に関する条例」第 7 条第 2
項に、「市町は、その地域の人と動物が調和し共生する社会づくりを推進するため、住民及び動物の所有者に対し、
必要な指導または助言を行うものとする。」を受けて動物管理センター及び電話相談窓口業務がある。 
⑧ 13 年度～19 年度までは第 2・第 4 金曜日の実施であった。平成 18 年度からは新たに動物福祉協会による資金援
助により年末年始、祝日を除く毎週金曜日となった。平成 22 年度より神戸市にそのニーズを認められ、毎週神戸市
により実施されている。 






市に対して登録するものであるが、かつて 1994 年までは毎年 1 回義務付けられていた。1995
年以降は生涯 1 回になり、その一方で死亡届は義務付けられていないため、登録頭数が犬の実
数ではなくなった。 
そこで、狂犬病予防接種済み票交付数を見てみると、1984 年までは年 2 回接種することが




作成した神戸市における犬頭数をみると、1975 年（29,870 頭）からの 10 年間、増減の変化
はあったが数としてはほぼ横ばいである。しかし、1985 年の 29,536 頭から 10 年後の 1995 年
では 35,178 頭。10 年間で 5,639 頭増えている。1995 年から 2005 年（52,657 頭）までの伸び




図 3 神戸市における犬頭数 
（2012）『神戸市登録頭数及び狂犬病予防接種済票交付数』より筆者作成） 
 
神戸市動物管理センターで行われた「犬のしつけ方相談」は、2012 年（平成 24 年度）まで




初年度である 2001 年から 2006 年までを前半、2007 年から 2012 年度までを後半に分け、
検討してみる。前半は、「神戸市犬のしつけ方相談」の認知度の高まりから初年度から次年度に
かけては一気に増加しているものの 90 件台で推移をしている。後半の 2007 年から 2010 年を
ピークに増加し、一旦下がったのちに後横ばいとなり現在に至っている（図 4）。 
 




























図 5 神戸市犬のしつけ方相談内容の内訳 筆者作成（2001~2012 年） 
 
上位 3 位までは、全て 10%以上を占めているのに対し、その他はいずれも 10%未満である。つ
まり、相談の内容は、上位 3 位までと、その他とは、明確な量的差異があるという特徴が見ら
れた。また、年ごとの相談内容の変化⑩を見ると 
                                               
⑩ 年ごとの相談内容の変化（図６）のグラフには変化を見やすくするために「その他」の項目が入っていないので、





















図 6 相談内容年度別推移 筆者作成 
 
ところが、その後、これらの散歩の問題の比率は 2009 年には排泄問題：散歩の問題が約 1:3
（実数 16：48 件）、2010 年には約 1:2（実数 18:40）2011 年でも約 1:2（実数 14:23）、そして

















図 8 相談内容比率の変化 筆者作成 
 
 





















みる⑫と（図 10）、2001 年には 67 件あったものが、2011 年には 36 件と半減している。内容
をみると、犬舎等に係留しているときの事故、放し飼い時の事故、野犬による事故は極端に減
っているものの、犬を同行している際（図では連行と表記）の事故数は 2001 年度の 22 件、2011






                                               
⑪ ビル・キャンベル著 1999 年 12 月 15 日『愛犬のトラブル解決法』新星出出版 p.175 
⑫ 神戸市保健福祉局健康部生活衛生課（2012）『生活衛生関係業務資料』神戸市保健福祉局健康部生活衛生課 p.72 
















吠える 22% 26% 34%
噛む 17% 27% 23%
トイレ 6% 8% 19%
散歩 39% 23% 9%
大型犬 中型犬 小型犬
 

















が分からず体重が分かった場合は、小型犬をおおよそ体重 8 ㎏未満、中型犬を 8kg から 18kg、大型犬を 18kg 以上、
を基準とし設定した。 
 













































                                               






















図 13 神戸市犬のしつけ方相談者飼育場所別排泄問題 筆者作成（2001~2008 年） 
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⑰ サンフランシスコ SPCA 付属ドッグトレーナー養成校アカデミーフォードッグトレーナーズ創始者 

































































せられ、図 8 の「その他」に含まれている。 
動物医療の発達や家族の一員として室内で犬を飼うようになり、犬も昔に比べて長生きする
ようになった⑲。2012 年では 7 歳以上の老犬が全体に占める割合は 50.4％という⑳。愛犬と長
く一緒にいられることを喜ぶべきではあるが、同時にさまざまな老犬問題も起こってきている。 
                                               
⑲ 林谷秀樹（2005）「犬と猫の平均寿命と死因の変化」『愛玩動物 No.181』社団法人日本愛玩動物教会 p.25 によれ
ば、1990 年に犬の平均寿命は 8.6 歳であったが、2002 年には 11.9 歳に延びている。さらに、一般社団法人日本ペッ
トフード協会（2013）「全国犬猫飼育実態調査結果」『愛玩動物No.231』p.13 によると、2013 年度の平均寿命は 13.94
歳となった。 
⑳「犬の年齢」http://www.petfood.or.jp/data/chart2012/03.html『2012 年度一般社団法人ペットフード協会調査資料』








































                                               
21 中塚圭子（2008）『犬の老いじたく』pp.20-22 ジャパンケンネルクラブ発表データ 
22 若山正之（2006）「第 6 章早く気づいて ひどくさせない老犬の病気」『老犬生活完全ガイド』p.162 には、「高齢
になるほど、遺伝子に傷がつく機会が増え、像欲を抑制する機構が無くなって腫瘍になりやすくなります。」とある。 
23 例えば、動物の高度二次診療を行う「ネオベッツ VR センター」（所在地大阪市東成区中道 3-8-15）がある。 
24 厚生労働省「都道府県別の犬の登録頭数と予防注射頭数等」
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/01.html(2013.9.1 取得)によれば、2009 年の予防接
種頭数は 6,880,844 頭まで増加し、その後ほぼ横ばいである。 































防接種済みの犬の数で表したいのであるが、1960 年までは狂犬病予防接種は年 2 回接種する
ことになっていたので、これだけでは実数を表さない。そこで、1960 年までは登録頭数を、そ
して 1960 年から 1995 年まではどちらの数でも登録頭数を表すことになり、1996 年以降は狂
犬病予防接種済みの犬の頭数を実数と扱った。 
                                               
26 高度成長期の定義については、吉川洋（2003）は「マクロ経済」で、1945－54 年の戦後混乱期に続き、1955－
70 年を高度成長期としている。また、激動の 1970 年代は高度成長の終焉とオイル･ショックの時代と、1980 年代は




















































































































































ＫＣの登録制度はまさに高度成長期突入の 1955 年より始まった。1970 年までは 10,525 頭か
ら159,169頭までと、頭数が1,5倍に増加した。高度成長の終焉とオイルショックを迎えた1970
年代には、登録頭数は 167,991 頭から 155,363 頭とほぼ横ばい、一時的にはやや減少傾向にあ
った。輸出主導経済からバブル期を迎えた 1980 年代、171,305 頭から 237,664 頭と、高度成
長期と同様に頭数を増やしている。高度成長期からこれまでは、お金を支払って手に入れる純
                                               
29 厚生労働省＞健康＞感染症情報＞狂犬病＞犬の登録頭数と予防注射頭数等の年次別推移（昭和 35 年～平成 20 年
度）http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/02.html 





















図 18 JKC 犬の登録頭数の推移（JKC 登録頭数のデータを基に筆者作成） 
 
ペットとしての犬とその飼われる環境について考察するに当たり、高度成長期以降現在まで
を 5 期の歴史的まとまりとして分けた（図 19）。 
第 1 期は、野犬の捕獲と繋いで犬を飼うことを法制化した狂犬病予防法の制定から 1973 年
の動物の保護及び管理に関する法律の公布までとした。犬が地域の動物であった時代から個人
の所有物となった時代と捉えた。第 1 期を「犬の所有化期」と命名した。 
第 2 期は 1973 年の動物の保護及び管理に関する法律の公布から、1999 年動物の愛護及び管
理に関する法律の制定までとする。ここでは個人の所有物から家族の一員として犬の動物観が
変遷した時代である。第 2 期を「ペット犬の家族化期」と命名した。 






第 4 期は 2005 年から 2010 年に至るまでとする。現在の犬の飼い方は人社会に合わせるよ
う管理化が進み、犬ではなくぬいぐるみのような扱いを受けることとなった。第 4 期を「ペッ
ト犬のぬいぐるみ化期」と命名した。 




図 19 人・犬関係の変化 （筆者作成） 
 
 
2.3.1. 犬の所有化期（第 1期 1950年－1973 年） 












増加し、1971 年に第 1 次ピークを迎えた（図 18）。 






















2.3.2. ペット犬の家族化期（第 2期 1973年－1999年） 










                                               
31 今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.206 東京都事業概要による 
32 前掲書 p.214 日動愛小史 
33 前掲書 p.221 主管は旧総理府 
34 東京農工大学大学院卒 
35 渡部知之（2005）「戦後日本におけるペット文化」『動物観研究』No.10 p.31 
36 ピーターシンガー （1975）『動物の権利』 
29 
 
1970 年代から 1980 年代は、放浪犬をさらに排除しようという気運と、動物愛護を掲げ、犬
を愛護しようという気運が交錯している時代である。例えば、1976 年には捕獲により北海道内


















象的であったので、こちらがブームのきっかけを作ったと推察される。JKC 登録頭数 1991 年












                                               
37 今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.221 
38 前掲書 p.224 
39 前掲書 p.223 
40 前掲書 p.224 
41 亀山章・石田戢・高柳敦・若生謙二（1992）「日本人の動物に愛する態度の特性について」『動物観研究 No.3』p.24 
42 佐々木倫子（1989）『動物のお医者さん』白水社 
43 渡部知之（2003）「戦後の日本におけるペット文化」『動物観研究 No.10』p.34 
44 「ムツゴロウと愉快な仲間たち」1980～2001 フジテレビ 
45 社団法人ジャパンケンネルクラブ 犬種別譴責登録頭数データより 





































                                               




52 寺岡伸吾氏 甲南女子大学人間科学部・助教授 地域社会学を専門としている。 
53 寺岡伸吾（2009）「都市社会における人間とペット」『現代社会と家庭動物』インターズーp.74 








55 動物の愛護及び管理に関する法律平成 17 年 6 月 1 日改正、18 年 6 月 1 日施行 
31 
 






「住宅を建て方別にみると、一戸建 235,000 戸で住宅全体の 35.3%（全国 55.4%）、長
屋建は 16,800 戸で 2.5%（同 2.7%）、共同住宅は 411,800 戸で 61.9%（同 41.7%）となっ
ている。共同住宅の割合が全国の 4 割に対し、6 割を超えている。（中略）共同住宅につい













2.3.3. ペット犬の擬人化期（第 3期 1999年－2005年) 
ここでは 1999 年「動物の愛護及び管理に関する法律の制定」から、2005 年「動物の愛護及
び管理に関する法律改正」までの変遷を見ていく。  
ペット犬の小型化はますます進み、小型犬ブームの時代であるといえる。2000 年以降 JKC







                                               
56 読売新聞 2007 年 6 月 3 日   
http://home.yomiuri.co.jp/news/20070603hg01.htm?from=os2 
57 神戸市統計報告速報版（平成 21 年度第 2 号）平成 20 年住宅・土地統計調査の速報集計結果（神戸市関係分）記
者資料提供（平成 21 年 8 月 6 日）pp.6-7 
http://www.city.kobe.lg.jp/information/press/2009/08/2009080604002.html（平成 21 年 11 月 22 日(日)取得）  


























































小型犬 25 36 35 32 39 39 52 62
中型犬 30 41 39 26 47 42 44 51
大型犬 11 13 15 4 6 13 15 6
不明 4 5 6 4 5 8 1 6
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
 














2.3.4. ペット犬のぬいぐるみ化期（第 4期 2005年－2010年） 




























                                               
59 中塚圭子（2006）『犬の老いじたく』角川 SSC 新書 p.71 
60 社団法人ペットフード協会犬猫飼育率全国調査（’99~07）http://www.petfood.or.jp/data/chart2008/06.html 
http://www.jppfma.org/shiryo/shiryo-set.html 犬猫飼育率 全国調査 
61 龍谷大学社会学部社会学科準教授 








2.3.5. ペット犬のかごの鳥化期（第 5期 2011年－現在） 
































                                               
65「動物の愛護及び管理に関する法律」1973（昭和 48）年 10 月 1 日法律第 105 号）最終改正：2013（平成 25）年

































                                               
67環境省自然環境局総務課動物愛護管理室（2013）「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン」自然環境研究
センター p.3 には 
「平成 23 年 12 月に開催された中央防災会議において「防災基本計画」の修正が行われ、自然災害対策の各編（第２
編～第６編）及び第 11 編の原子力災害対策編に、避難場所や仮設住宅における家庭動物の受け入れ配慮事項が追加
されるとともに、「防災業務計画及び地域防災計画において重点をおくべき事項」に、被災した飼育動物の保護収容




に関する施策を総合的に推進するための基本的な指針」（平成 18 年 10 月 31 日環境省告示第 140 号）の見直しを行
い、災害対策についても追加する予定である。」とある。 












































いて明らかにしていくこととした（第 1 章）。 さらに、古くから犬猫を祀って来て，現在もペ
ット供養祭をつづけている高畠町に筆者の目を向けさせ（第 2 章）、本論第 3 章の共生空間創
造のための方策「犬遍路」を考案し（第 3 章）、人犬共生空間「犬猫安らぎの郷」を提案する
















































                                               
69 コンラート・ローレンツ 丘 直通・日高敏隆(翻訳)（1997）『動物行動学 (下)』筑摩書房 
70 例えば森裕司（2004）「犬のしつけと問題行動」『日本獣医畜産大学研究報告 53』日本獣医生命科学大学 pp.94-95
では、攻撃行動、恐怖症、分離不安について、遺伝的気質が環境によって発現し、過度になると問題行動となること
を示している。 
71 武内ゆかり(2006)「日本における 56 犬種の行動特性の解析：米英国における調査との比較」『The Journal of 








































                                               
73 柿沼美紀（2008）、「発達心理学から見た飼い主と犬の関係」森裕司・奥野卓司編『人と動物の関係学第 3 巻ペッ
トと社会』岩波書店 
74 鷲巣月美（1998）『ペットの死,その時あなたは』三省堂 
75 例えば論文検索サイト CiNii で「ペット・共生」で検索すると、64 編の文献が検索される。住宅に関する文献は
そのうちの 38 編ある 











78 谷口順 遠藤淳子（2003）「ペット共生住宅における居住者意識に関する研究 : その 1 求められる設備(ライフス


















ペット産業は 2008 年に 1 兆円を超える産業となった。 
2008 年までの研究では、ペットのどの分野が経済効果をもたらすかという文献が多く82、そ
の後、環境対策の研究が多く発表されている。例えば、岩倉由貴（2009）83は、ペットを「も


















80 小林靖子 武田喜美子（2005）「集合住宅におけるペット飼育に関する研究その 2：設備付き飼育可集合住宅にお
けるペット飼育の環境（住宅の防犯・管理,建築計画Ⅱ）」『学術講演梗概集.E-2,建築計画Ⅱ,住居‐住宅地,農村計画,











合、厚さ 5-10mm、表面はフラットで施工することにより、吸放湿性能をもっとも発揮するであろうという 3 点につ
いて明らかにした。 
82 例えば、岩村克俊(2000)「成長するペット産業の全貌--ブームの背景と市場規模 (特集 ペットビジネス--多彩なサ
ービスで事業機会が増大)」『レジャー産業資料 No.33』pp. 54-59 や、原田博行（1989）「最新ペット市場情報‐動
物と人間の共生条件の確立がビジネスの決め手だ」『月刊中小企業 No.41』綜合ユニコム pp.41-43  



































                                               










『年会論文集 34』日本科学教育学会 pp.345-346 













































                                               
89 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 pp.30-31  
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p.162 








神戸市統計報告速報版(平成 21 年度第 2 号)平成 20 年住宅・土地統計調査の速報集計結果(神戸
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じく、人が号令を出し、犬が従うのである。武田十一郎（ 1902）「第 7 編獵犬 第 4 章練習課
                                               




141 鷹犬と人との関係性については本論文の 1.1. 1 を参照 











































                                               





150 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 p.154 
151今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.93 狂犬病の発生などにより、野犬の撲殺がなされた。野犬とはつまり、
和犬であった。 
152 今川勲(1996)『犬の現代史』現代書館 p.89 
153 Edward Sylvester Morse “Japan Day by Day “1917,Boston.石川欣一訳(1970)『日本その日その日 1』平凡社
p.30-31,p.171 
154 斎藤弘吉（1964）『日本の犬と狼』雪華社 pp.162-168 












昭和初期の状況について、1936 年（昭和 11 年）出版の「畜犬年鑑」を見てみた156。当時出
版されていた犬関連の雑誌新聞は 20 社あり、うち月刊誌は 11 誌であった。2012 年現在、犬








図 23 銀座三越デパート屋上「犬の鑑賞会」 出典：伊藤治郎（1936)『犬の講座・研究編』新小説社 
 
                                               
156 永井寅太郎編（1936）『畜犬年鑑』日本ドッグ社 
157 Google にて現在発行している犬関連の月刊誌を検索した。 
158 1917 年（大正 6 年）より始まった共進会という犬の品評会は、年１～2 回の割合で行われていた。また、畜犬界
主要団体数が 25 団体、先ほどの共進会という会が一番大きな会で、四千五六百人もの会員が存在した。 













図 24 森田亀雄氏婦人と愛犬 出典：伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 p.3 
 
                                               
160 総務省発表の消費者物価指数の中の、戦前基準東京都区部指数では、昭和9年を1とすると、平成23年では1758，
5 倍となり、シェパードは 263,755 円～263,7750 円、ブルドッグは 175,850 円～527,5500 円となる。「日本銀行貨
幣価値の調べ方 消費者指数」http://www.boj.or.jp/announcements/education/oshiete/history/11100021.htm/
（2012/08/01 取得）しかし、単純な貨幣換算はできない。 
161 伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 p.3 




図 25 書斎でくつろぐ犬 平岩平吉（1941）「私の犬」『犬と私』教材社 p.33 より 
 
 
図 26 愛おしく犬を抱く男性 出展 伊藤治郎（1936）『犬の講座・研究編』新小説社 巻頭 p.3 
 
次に、平成にもペットブームがあり、現在も続いている状況であるが、昭和初期と平成のペ























表 1 昭和初期と平成のペットブームの近似性 筆者作成 


































（1928 年 10 月 11 日生まれ）に聞き取り調査を行った（図 27、図 28 参照）166。玲子は和歌
                                               
163 前掲書 p.9 以下、昭和初期について前掲書を中心に抽出。 
164 柳田国男（1939）「旅二題」『狐猿随筆』岩波文庫 p.160 
165 実は岡崎玲子は同居している筆者の義母である。 








図 27 （左）玲子の家族 （大正 12 年頃。当時はまだ玲子が生まれていない）中塚玲子所蔵 











                                               



























                                               
169 ブルドッグソース http://www.bulldog.co.jp/company/name.html 
170湯沢治郎(1955 以前)「野尻の思い出」http://www.nojiriko.com/forum/forum_31/p-11Nojirino.html（2003）『野尻
























次郎の『犬の講座・研究篇』があり、巻頭に写真を残している（図 31、図 32）172。 








































また、犬も猫も人と同じ乳母車に入れてかわいがる姿が写真に残っている（図 33、図 34）。 
 
図 34 人も犬も猫も同じ乳母車に乗る（1950 年頃） 
 








レトリバーと和犬の 2 頭の犬の頭をなでながら日々暮らしている（表 2）。 
 
表 2 玲子による昭和初期からの犬の飼育状況年表 筆者作成 
年代 玲子聞き取り 歴史 























1940 年（昭和 15 年）帝国会議で犬猫不要論174 
1945 年、大阪大空襲175に合い、和歌山に疎開するも、
疎開先も空襲を受け176、大阪に戻る。 
























                                               
173今川勲（1996）「犬猫不要論」『犬の現代史』現代書館 p.204 
174今川勲前掲書「犬に関する年表」P.117 第 75 回帝国議会衆議院予算委員会で、北昤吉議員による 
175 大阪大空襲 1945 年 3 月 13 日 
176 和歌山大空襲 1945 年 7 月 9 日 
177 今川勲（1996）「犬猫不要論」『犬の現代史』現代書館 p.210 











































































しかしながら、第 2 次世界大戦が起こり、戦中は都会にはペット犬がいなくなった。 
そして高度成長期以降、現在のペット犬に対する犬観はどうかというと、第 1 に、地域住民
は、犬の飼い主のマナーの悪さに困り、冷ややかな目でみる風潮がある。第 2 に、本来の犬の
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189 平岩米吉(1992)『狼その生態と歴史』築地書館 p.6 
190 菱川晶子 前掲書 p.325 
191 菱川晶子 前掲書 p.325 
192 菱川晶子 前掲書 p.228 
193 田名部雄一(2007)「人と犬のきずな－遺伝子からそのルーツを探る－」裳華房 p.39 
194 宮田登(1993)『山と里の信仰史』吉川弘文館 p.285 
195 中村生雄(2009)「山犬 小箱に込められた御神体」『人と動物の日本史 4』吉川弘文館 p.68 
196 菅江真澄(1785)･･･内田武志・宮本常一編集(1971)「小野のふるさと」『菅井真澄全集第一巻』未来社 p.246 










































                                               

























































































203 茂木久栄（1965）「犬コまつり」『湯沢市史』湯沢市教育委員会 p.768 













































                                               
207 前掲書 p.67 及び伊藤治郎(1936）『犬の講座・研究編』新小説社 p.157 
208 2011 年 2 月 12 日（土）犬っこまつり会場本部にて、湯沢市観光物産団体連合会会長小原新治・長谷川写真館長
谷川潔、湯沢市観光協会事務局長奥山純一への聞き取り調査 





210 石井清継（1967）「元老の死と犬界維新」『秋田犬』昭和 42 年 8 月号 秋田犬保存協会 p.4 
























                                               






図 36 米粉で作る飾り「犬っこ」 
 
手のひらに乗るほどの大きさで、米粉を水で練って犬の形を作り、食紅を入れた米粉で彩り































                                               
214 茂木久栄（1965）「犬コまつり」『湯沢市史』湯沢市教育委員会 p.768 
215 湯沢城史料編纂委員会編(1986)「犬っこまつりの由来」『湯沢城』p.171 
216 管江真澄 (1785)－内田武志・宮本常一編集(1971)「小野のふるさと」『菅井真澄全集第 1 巻』未来社 p.238 
217 石橋武朗(1996)「もろこしの空より～犬っこまつりの由来と起源」Ⅱ『雪国』第 38 号 雪国文学会 pp.107-109 
218 斉藤弘吉(1964)『日本の犬と狼』雪華社 p.228  
219 菱川晶子(2009)『狼の民俗学 人獣交渉史の研究』東京大学出版会 p.332 には、秋田県鹿角市上芦名澤に、「そ
ば粉をゆでて作った手のひら大の狼 10 個を少し流した後に食す」民族儀礼が掲載されている。また、その他、
pp.322-325 にかけての表には、オイノ（御犬）祭りまたはオイヌ追いを実施している所が、秋田県内だけで 6 か所
記載されている。 
東北各地に犬の形の餅をつくり、オイヌ祭りやオイヌ追いを行い、桐でできたほら貝を吹く習慣の記載がある。 
















現在の「犬っこ」には 8 つのモチーフがある（図 38）。モチーフに添えられたパンフレット
に、以下のことが記されている。 
 
牡犬（阿 外への守り 白無垢は神への誓い）雌犬（吽 内への備え） 
子犬（未来の宝）鶴（千年長寿）亀（万代繁盛） 
魚（芽出大井 昔は朴の葉の包み紙 今日は紙パック） 
銚子（昔は金粉を使ったものあり 富へのあこがれ）盃（春を待つ花梅一輪） 
雪の白さは 神秘なり 無限なり 雪は水の 源であり 農業を育む 母である 

























「犬っこまつり」は秋田県湯沢市及び湯沢市観光協会の主催222により毎年 2 月第 2 土曜日、
日曜日、の 2 日間に渡って開催される祭である。秋田県湯沢市古館山・中央公園広場の「主会
場」を中心に223祭りが行われていた。前述したとおり、秋田湯沢市の人口が 5 万余り224という



















われる。筆者は 2011 年にフィールドワーク調査を行った。2013 年は、秋田市庁舎新設工事のため、秋田湯沢駅前広
場にて行われた。 














り犬っこまつりが行われるようになったのである227（表 3）。  
 
表 3 犬っこまつりの誕生史 湯沢市史等から筆者作成 






                                               
225 茂木久栄（1965）「犬コまつり」湯沢市史 p.768 
226 茂木久栄 前掲書 p.769 
227 茂木久栄 前掲書 p.769 
228戸部一
かん
 他(2005)『奥羽永慶軍記 復刻版』無明舎出版 奥羽永慶軍記は秋田県湯沢市の医師である戸部正直によ
って編纂され、1698 年（元禄 11 年）完成。湯沢城主佐竹義種は鳥追い行事のほら貝の音を敵と間違えたことをきっ
かけに、小野残党十余人を討ち取る。 
229 管江真澄－内田武志・宮本常一編「小野のふるさと」『管江真澄全集』p.238 






























































                                               
230 VonHoldt BM 他 2010）「Genome-wide SNP and hyplotype analyses reveal a rich history underfying dog 
domestication.」『Nature,464』pp.898-902 











図 43 秋田犬さくらの気質を尊重する人々 筆者撮影 
 
 



















































                                               
232 Randall Lockwood（1999）「犬の攻撃行動に関する動物行動学的及び疫学的考察」『犬その進化行動人との関係』
ジェームスサーペル編チクサン出版社 p.193 


































































は、飼い主が犬を抱き、安心させていた（図 49・図 50・図 51）。 
                                               




図 50 祝詞奏上時の人とペット犬の様子 大畑奈緒美撮影 
 




図 52 愛犬祈願祭での祝詞奏上の様子 大畑奈緒美撮影 
 



















                                               







































































人口は 2013 年 4 月 1 日現在 25,080 人、総世帯数は 7,533 世帯である。ちなみに犬の登録頭
数は 2012 年現在 1,134 頭であり、6.64 世帯に 1 頭の割合で犬を飼っていることになる。2011
年の日本の総世帯数が 51,842,000 世帯であり238、2012 年度末の犬の登録頭数が 6,852,235 頭




48,848 千頭のうち、返還 15,023 千頭、返還率 30.75%に比べ、置賜保健所管内ではあるが、年
                                               
236 高畠町総務課（2012）『高畠町町勢要覧』山形県高畠町発行  
237 前掲書 p.1 
238 総務省統計研修所編集（2013）「2-14 都道府県，世帯の種類別世帯数と世帯人員」「第 2 章人口・世帯」『日本の
統計 2013』総務省統計局統計調査部国勢統計課  
239 厚生労働省「都道府県別の犬の登録頭数と予防注射頭数等（平成 18 年度～平成 23 年度）」
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou10/01.html(取得日 2013 年 5 月 4 日) (厚生労働省
http://www.mhlw.go.jp/感染症、狂犬病に関する記述) 




図 55 山形県高畠町の位置（高畠観光協会 HP より） 
98 
 
間 68 頭の抑留の内、45 頭が返還され返還率も 66.17%と高い。これらのことから、法律遵守、
迷子の犬も探すなど、地域的に犬の命に対する感心の高さが伺える。 
町の産業は、昭和 60 年までは第 1 次産業、2 次産業、3 次産業の割合がほぼ同じであったが、




高畠町は、1889 年（明治 22 年）4 月 1 日、町村制の施行により、高畠村、安久津村、小郡
山村、高安村、泉岡村、塩森村、金原村、高畑村が発足した。その後、1954 年（昭和 29 年）
10 月 1 日に 高畠町、二井宿村、屋代村、亀岡村、和田村が合併して社郷町が発足し、さらに



























                                               
241 例えば安久津八幡神社、犬の宮、猫の宮、羽山古墳、清水前古墳、金原古墳、十三仏観音岩、延命観音、五百羅
漢、小湯山石神石仏、大日如来、高畑城跡等 
242 大友義助(2006)「草木供養塔について」『環境保全自然と共生―草木塔―』No.9 山形大学環境保全センター p.34 








図 56 安久津の草木塔 筆者撮影 
 
 


















図 58 高畠町立郷土資料館所蔵、日向遺跡から出土した人骨（上段）と、 
イヌの下顎（上より 3 列目、右から 2 列目）・ヤマネコの下顎（右下） 筆者撮影 
 
                                               
245 星 寛二(2001)『農から明日を読む』集英社 p.199 
246 岡田真美子(2001)「日本的感性:「もったいない」―ソフト・ゼロミッションへの挑戦―」『感性哲学 1』東信堂 p.43 
247 加藤 稔 1967「山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦記念論文集 山形県の考古と
歴史』山形史学研究 5／6 pp.27-47）また、筆者が 2010 年 7 月 23 日に高畠町立郷土資料館（山形県東置賜郡高畠町





























                                               
248 戸川幸夫(1964)『高安犬物語』新潮社 
249 山崎 正(1992)「メッケゲスッケゲと高安犬」『高安誌』p.54 
250 東置賜教育委員会編(1938)「第 3 節食物」『東置賜郡史下巻』 国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.546 
251 西村眞次(1938)「第 9 節小郡山の環状石」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.60  





図 60 犬の宮 筆者撮影 
 
 



















































                                               
252 西村眞次(1938) 「第 12 節東置賜地方の歴史時代遺跡 10 高安寺前の廃寺跡」 『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和
57 年復刻版)1938年高安字寺前から奈良時代の須恵器及び布目瓦破片が多数出土した(西村眞次 前掲書 p.129) 
253 山崎正（1980）「修験と犬の宮伝説考」『専門部会調査研究報告第 3号』山形県文化財保護協会 p.28 
254 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
255 土屋弥太郎（1992）「御神木も徴用となる」『高安誌』p.24 
256 土屋弥太郎（1992）「仮装行列と運動会」『高安誌』p.157 




258 永井典子(1984)「猿神退治」の特性」『昔話―研究と資料』No.11 昔話研究懇話会 pp.49-117 犬の事例及び調査資
料の年代は永井の資料の中から筆者がカウント 
259 永井典子 前掲書 p.116 
260 大木卓(1987)「駿犬竹篦太郎」『犬のフォークロア』誠文堂新光社 pp.202-208  



























                                               





















年から年貢のかわりに毎年、春と秋には 11 歳の女子を差し出すように」と命じた。 

























http://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/pdf/saru_22.pdf (2011 年 10 月 11 日取得) 
265 岡田真美子(2006)「虫送りのこころ」『在家仏教 2006 年 7 月号』pp.37-45 












文献の系統分析の結果を次に略記する（図 63、図 64、図 65、図 67、図 68）。 
①[原著 A  1837 年 天保 8 高安 安藤喜久次郎蔵 竹森梅龍山人の自序つき]  
↓ 
[林照院 A 本 1881 年 明治 14 遺失]  
[安藤本   1848 年 弘化 5 正月後藤兵彌（深沼砂押）写 
↓ 
[清松院 A 本 1912 年  明治 45 猫の宮清松院十五世 村上俊覚再写 のち遺失] 
[土屋 A 本  1912 年 大正 15 正月休日 土屋要之助写す（120317 拝借 図 64・図 65・図 
65）] 
[現林照院本 1943 年 写本（内藤松源を介して転写）高畠町某家私蔵＝二井宿
に い じ ゅ く
本？] 
 
②[原著 B  1885 年 明治 18 高安小史『高安古狸変幻記』 
 土屋 B 本   原著 B か？ 奥書・筆写記録無し（120317 拝借 図 67・図 68）] 
 
③[清松院 B 本 猫の宮聞書 別系統 著者/写者不明] 
 
 
図 63 土屋家当主 土屋豊吉より『高安村古狸変幻記』（写し）を借受 
 
                                               




図 64（左）拝借した土屋A 本複製：『高安村犬宮由来記』 
 




図 67 拝借した土屋B 本複製『高安村古狸変幻記』 
 
 












































                                               
268 土屋弥太郎(1992)「村の民俗」『高安誌』高安長生会 pp.87-141 
269 大塚昌弘(2010)「明治の川柳事情」『たかはた文化財』高畠町文化財保護会 p.6 
110 
 
表 4 高畠町犬の宮関連年表  
2011年 12月 12日筆者作成 さらに、2012年 3月 9日、岡田真美子により、加筆、さらに 2013年
12月 20日に加筆 




















































7 5 2 






7 9 4 
   平安遷都 
大同2 














8 6 9 
   貞観の大津波 
仁 平  猫の宮由緒の時代背景281  1151年-1153年 
                                               
270 高畠町史編集委員会（1972）「第 2 章原始時代」『高畠町史上巻』高畠町 p.94 加藤稔（1967）「山形県日向洞穴
における縄文時代初頭の文化」『柏倉亮吉教授還暦祈念論文集 山形県の考古と歴史』山形史学研究 5/6 pp.27-47 
271 財団法人山形埋蔵文化財センター（2007）「高安窯跡」『発掘山形最前線 平成 18 年度山形県埋蔵文化財発掘調
査報告書』pp.10-11 
272 ibid pp.10-11 
273 西村眞次(1938)「第 12 節東置賜地方の歴史時代遺跡 10 高安寺前の廃寺跡」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和
57 年復刻版) p.129 
274 1938 年高安字寺前から奈良時代の須恵器及び布目瓦破片が多数出土した（西村眞次 前掲書 p.129） 
275 小川弘（1964）「猫の宮由来記－清松院所蔵猫宮本地聖観世音菩薩縁起聞伝書」『犬宮並びに猫宮由来記』p.35 
276 続日本紀巻五「割陸奥国最上置賜二軍隷出羽国焉」郡衙は小郡山（『東置賜郡史上巻』/町史上 p.143） 
277 ibid 
278 『日本書紀』 卷第三十「高天原廣野姫天皇 持統天皇」三，一，三 
279 松高山大聖寺。現在は真言宗智山派  
280 西村眞次(1938)「第 9 節古語折り山の環状石籬ご其口碑」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)前掲
書 p.60 などには、天安年中(857-858)としているが、『由来記』にはそのさらにあとの陽成帝期(876-887)にも世が乱れ、その混乱に乗じて高畠
に侵入した者たちによって一連の事件が起こって犬の宮が建てられた、とされているので、一応9世紀とした 
281 ibid p.58 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 






















   昭和に犬の宮入口に移動された285
板碑造立か286 
1334- 1353 







 犬の宮タコ杉前板碑造立289   1374-1392 































284 「119 吾妻人生贄をとゞむる事」『宇治拾遺物語』 巻一〇ノ六<日本古典文學大系>岩波書店 pp.288-295 
285 土屋弥太郎（1992）「大日板碑（犬の宮境内前）」『高安誌』高安長生会 p.113 
286 加藤和徳（2006）『蓬莱波形山叢書第 5 集 東置賜郡高畠町の板碑』村山民俗学会 p.29 
287 ibid p.30 
288 西村眞次(1938)「第 9 節古語折り山の環状石籬ご其口碑」『東置賜郡史上巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.58 
289 加藤和徳 前掲書 p.29 
290 ibid p.30 
291 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.21 には、「寛永 2 年、寺縁起にこの年青松院開山すとあり」と、
記されている。 この年表は「高安村方文書」「高安部落記録簿」『高畠町史』、その他資料を参考にして作成したと
の記述あり。 
292 東置賜郡教育委員会編(1938) 「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)による。P.487
には、「置賜地方の凶作として記したものは、慶長以後のものだけで、其以前はほとんど記録がない。記録がなくと
も凶作のあったことが創造される」とある 
293 前掲書「米沢郷土館史編」p.487 による 
294 前掲書「土屋氏所蔵違作水損御届」p.487 による 
295 前掲書「米沢郷土館史」p.488 
296 高畠町史編集委員会（1972）「第 4 節 寛文事件と郷土」『高畠町史中巻』高畠町 p.152 
297 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版) p.488 
298 東置賜郡教育委員会編(1938)「米沢郷土館史編」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復
刻版)p.488 
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り 寺 前 の 地 か 307 
  
1793    長野県光前寺伝に早
太郎登場308 
1793（寛政 5）地震 










                                               
300 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
301 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版)p.489 
302 東置賜郡教育委員会編(1938)「米沢郷土館史」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻
版)pp.488 
303 山崎正（1980）「修験と犬の宮伝説考」『専門部会調査研究報告第 3 号』山形県文化財保護協会 
304 山崎正（1992）「犬の宮猫の宮 補記」『高安誌』高安長生会 p.58 
305「第 23 節 郷土庶民の一般文化」『高安町史中巻』p.809 
306 東置賜郡教育委員会編「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.516 
307 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』高安長生会 p.21 
308 松村義也（1955）「伝説早太郎」『信濃』七巻一号 信濃郷土研究会 pp.39-40  
309 大木卓（1987）『犬のフォークロア』誠文堂新光社 pp.207-208 









312 西村眞次(1938)「第 1 節間引きと出生取育」『東置賜郡誌下巻』国書刊行会(昭和 57 年復刻版)p.567 
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を つ く る 。 
林照院に私塾土屋弥平次が
算 盤 塾 開 講 324 












1 8 7 8 
猫の宮五百縁年御開帳。2000 人












                                               
313 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.21 
314 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版)p.489 
315 前掲書同ページ「米沢郷土館史」pp.487-488 
316 東置賜郡教育委員会編(1938)「土屋氏所蔵違作水損御届」「第 10 編天災地變」『東置賜郡史下巻』国書刊行会(昭
和 57 年復刻版)p.516 
317 小川弘（1964）『犬宮並びに猫宮由来記』p.2 
318 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.23   
319 山崎正（1992）「第 2 章（１）犬の宮猫の宮 補記」『高安誌』p.58 
320 土屋弥太郎（1992）「清松院の戒壇石」『高安誌』p.114 




325 小川弘 前掲書 p.2 
326 土屋弥太郎（1992）「養蚕神からペット供養へ」『高安誌』p.55 
327 海津幸保（1998）「第 2 部草木塔の現地調査」『草木塔を訪ねる ふるさとの文化を歩く－米沢から』pp.99-101  
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1 0 年 340 。 
猫の宮 養蚕の神としてにぎ
わ う 341 
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328 高畠町史編集委員会（1986）「神仏分離の真姿と郷土の寺社」『高安町史下巻』p.153 
329 小川弘 前掲書  p.2 
330 土屋弥太郎「第 7 節明治天皇御巡幸記」『高安町史下巻』p.360 
331 高畠町文化財保護会編集委員半田清他（2010）『平成 21 年度会報 高畠文化財』高畠町文化財保護会 p.6 
332 土屋弥太郎（1992）「お宮講」『高安誌』pp.126 
333 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.23   
334 土屋弥太郎（1992）「幻の高安犬を訪ねて」『高安誌』p.62 
335 小川弘 前掲書 p.2 
336 山崎正（1992）「高安誌関連年表」『高安誌』p.23 
337 明石染人（1919）「覚帳の中より（一）」『郷土趣味』通巻 14 号 郷土趣味社 pp.16-17 
338 作者不詳「高安犬を訪ねて」『二人三脚』/http://www18.ocn.ne.jp/~bell103/nihoninukouyasuinu.html（取得日
2010/06/21） 
339 戸川幸夫（1956）『高安犬物語』新潮社 p.53 
340 作者不詳「高安犬を訪ねて」 
341 土屋弥太郎（1992）「養蚕神からペット供養へ」『高安誌』p.55 
342 小川弘 前掲書 巻頭写真中 
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時代 元号 犬 宮 / 猫 宮 由来記 高畠町 備考 
昭 和
1 8 
1 9 4 3 
犬の宮猫の宮の御神木が供































犬 の 宮 の 屋 根 修 復 348 
犬の宮猫の宮保存会結成349 

























2 3 日 ） 354 













7/15 第 24 回全国ペット供養祭 
お宮講を引き継いだ若妻会はペ










                                               
343 土屋弥太郎（1992）「御神木も徴用となる」『高安誌』p.24 
344 小川 前掲書 p.2 











355 （独）日本学術振興会 同上 2010．7．21 
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確 立 セ ミ ナ ー 」 実 施 






10/19  健康祈願祭始まる 
1 0 / 2 0  高畠ペットまつり 







犬の宮：玉殿山林照院 天台宗 創建年代不明 信徒数 60 延暦寺末 「第二節郡内寺院表」『東置賜郡史 下
巻』p.222高安誌 p.52には正真山とあり。 





































図 69 山形県高畠町高安 全国ペット供養祭 筆者撮影 
 
 































































358苅谷動物病院三ツ目通り病院（〒135-0004 東京都 東京都江東区森下５丁目２０−２） 
























































                                               
359 土屋弥太郎(1992)「ピッチの碑」『高安誌』高安長生会 p.64 
360 前掲書 p.64 
















































































以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。2 月第 1 土・
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6)  犬猫を人の仲間とするもの同士が地域を含めて連帯感を持つ。 
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図 79 長い階段がある里山ルート 2009 年 4 月 30 日筆者撮影 
                                               
371 兵庫県神崎郡間皮町中村 1048 



















性を醸成させていた（図 81、図 82）。 
                                               




図 81 日頃のしつけを活かして白犬像前 2009 年 4 月 30 日筆者撮影 
 





























図 84 長谷の清水寺 2009.7.15 筆者撮影 
 













































ナレーター「慈尊院に暮らして 14 年、ゴンは平成 14 年に天寿を全うした。住職の安念
さんはゴンを讃え、海のすぐ横に碑を建てました。」 
                                               
375 関朝之（2003）『高野山の案内犬ゴン』ハート出版 



















図 88 犬見川を見る犬 2009.7.15 本山光世子撮影 
 川のほとりは、暑さの中にも風が吹き、人犬ともに爽快な感覚になる（図 88）。 
                                               
377 http://www.youtube.com/watch?v=TrVhcxdXyGE  









































































                                               
379 神戸新聞姫路、西播磨版 2008.1.11 




















第 1 回目 1 日コース（参加人数 4 人、4 頭） 
播州犬寺法楽寺→長谷の清水寺→長谷の犬塚→犬見川と犬見橋 
                                               
381広畑区才の犬塚横に建てられた姫路市教育委員会の看板による。 
382老後のパートナーとしてのペットの重要性が増す 39.8％  内閣府 2000 年「少子高齢化や核家族化の進展とペッ



















図 92 ケージ使用で姫路書写山ロープウエイに乗る 2008 年 11 月 26 日 筆者撮影 
 
















































                                               










































                                               
384 神戸市動物管理センター電話相談集計（序論を参照）では、８％の飼い主が散歩の習慣がないと回答している。 
385 ＜Appendix No.4＞散歩についての文献調査 
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ヤモンド社 p.114 
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月に 1 回～3 回以上する飼い主を含めると 86%の飼い主が犬連れでドライブをしている。この
























                                               
389 「犬連れドライブアンケート」 
 調査期間 2009 年 6 月 28 日～2009 年 7 月 12 日  


















































                                               
390 犬の障害物レースであるアジリティ、犬のディスク（フリスビー）競技、訓練競技会、ドッグショー、 
 昨今ではドッグダンスなどもある。 
391 ＮＰＯ法人 Knots らによる「ドッグラン２１」  
 http://www.knots.or.jp/project/dogrun/dogrun21/dogrun21.htm 
392 代表される施設として 2004 年 3 月 26 日に全国初の「公設民営」のあおばドッグランが挙げられる。 






















































































表 5 公設ドッグランと既存の施設を利用する犬遍路との比較 筆者作成 
 公設ドッグラン 犬遍路 
































楽しめる犬 若い犬 年齢を問わない 





































                                               



























図 98 宮崎県での犬遍路エリア構想 
 
                                               
395 2007 年 12 月 30 日 京都新聞  
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図 101 高畠町観光協会係長 
小林利裕 筆者撮影 
図 100 高畠町観光協会 




















そして、2012 年 3 月 17 日「地域に根ざしたペット産業の確立セミナー」が開催され、ペッ




















づくりの NPO を立ち上げることも検討中であった。インフラ整備は町で、ランニングは NPO
で行うことを考えている。25 年は基本計画、26 年は用地確保、行政へ、27 年には実施できる
ように整えていくということであった。 





























9 月末 町長に話したところ町として取り組みを計画 












                                               






図 103 昭和縁結び通り商店街のシンボルマーク 
 
以上の経緯がある中、フィールドワークと文献調査を踏まえて人とペットの共生空間づくり
の構想を 2012 年 3 月 17 日「地域に根ざしたペット産業の確立セミナー」（厚生労働省主管地
































































1)  共生空間醸成効果 






















し、以下の通り具体的に設定した（図 108）。それを「犬猫 12 遍路」としてイラストマップに
したものが、「春の犬猫 12 遍路マップ（図 109）」と、「秋の犬猫 12 遍路マップ（図 122）」
である。 
 
                                               




























































                                               
406 東置賜教育委員会編(1939)『東置賜郡史』上巻 国書刊行会（昭和五七年復刻版）p.57 
407 山崎正 (1992)「犬の宮猫の宮」『高安誌』高安長生会 p.51 「昔は、酒十杯と豆腐一箱を持参して祭りをしていた
そうである」とある。 
408 同行した岡田真美子教授（兵庫県立大学）の方位計が壊れるほどの地場であった。 


















は本書「表 4 高畠町犬の宮関連年表」を参照されたい。 
林照院と共に高安地区の住宅地にあるので、飼い主やペット犬と地域の人との交流も期待で
きる。 
                                               
410 土屋弥太郎 (1992)「村の民族」『高安誌』高安長生会 p.119 
411 土屋弥太郎 (1992)「村の民族」『高安誌』高安長生会 p.125 





図 113 清松院 2010 年筆者撮影 












6) 猫の宮（前出の図 61） 





















図 114 亀岡文殊 2010 年筆者撮影 
 
8)高房神社 












図 115 高房神社 2010 年筆者撮影 
 
9) 万徳院（図 106） 
 場所：山形県東置賜郡高畠町大字元和田 1127 




























図 117 舞台岩 観光協会撮影 
 
                                               






















                                               
415 大高典孝(1992)「犬の宮由来記」『高安誌』高安長生会 p.30 には、「宮之入のお堂は一度拝むと二度と拝むことが
できない、という言い伝えがある。」という記述がある通り、見つけにくいところなのであると推察される。 
416 2012 年 11 月 14 日「安らぎの郷実現に向けて」の講演会後、林照院住職大高典道、安藤糀店主、清松院村上正法























                                               
417 小川 弘(1964)『高安犬の宮並びに猫の宮由来記』私家版 p.25 
418 高畠町観光協会 係長 小林利裕 聞き取りによる（2012.11.14） 






















図 121 秋葉神社 2012 年筆者撮影 
 
以上の、春の高畠犬猫 12 遍路マップでの 12 か所の遍路の地に 2 つの遍路の地を追加してで
きたのが下に示す秋の高畠犬猫 12 遍路である。秋には入山禁止の地域もあることから、14 の
















図 123 旧高畠駅舎 2012 年筆者撮影 
16）道の駅たかはた 
場所：〒992-0302 山形県東置賜郡大字安久津 2072-1 Tel:0238-52-5433 
営業時間 ：９時～５時 年中無休    Ｅmail ：mail@rstakahata.com 
 
                                               
422 「高畠は春満開」『高畠町観光協会公式ホームページ』http://takahata.info/log/?l=100855 

































図 125 道の駅中犬連れ室内茶屋候補（左）室外テラス席候補（窓の外）2012 年筆者撮影 
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表 7 犬猫 12 遍路環境 筆者作成 
 周囲 体力度 マナー対策 犬の快適度 その他 
①安久津神社 山裾 △ ◎ ○ 散策と参詣 
②蛇壇 田畑 △ ○ ○ パワースポット 
③林照院 住宅地 △ ○ △ 排泄注意 
④清松院 住宅地 △ ○ △ 排泄注意 
⑤犬の宮 山裾 ○ ○ ○ 駐車場あり 
熊に注意の立て札有り 
⑥猫の宮 山裾 △ ○ ○ 犬の宮近く 
⑦亀岡文殊堂 山中 ○ ◎ ○ 駐車場あり 
⑧高房神社 田畑 △ ◎ ○  
⑨万徳院 田畑 △ ◎ ○  
⑩狢内裡 開けた道や堤
周辺は山林 
◎ △ ◎ 散策 秋は入山禁止。 
⑪舞台岩 山中 ◎ △ ◎ トレッキング地 
⑫宮之入り 
旧犬の宮周辺 
田畑 ◎ △ ◎ 散策＆トレッキング 
⑬愛宕神社と
愛宕山 
山裾 ○ △ ◎ 散策と参詣 
⑭秋葉神社 民家近くの山
裾 










旧街道沿い △ ◎ △ 食こと・駐車場・土産 
※すべての寺社仏閣は犬連れで入れる場所と禁止場所があるので、事前に確認が必要である 
 






ャン遍路マップ（図 109、図 122）の裏に、高畠犬猫 12 遍路ご利益一覧表（図 108）として
添付することでマナーを守る仕掛けを行った。 























































































図 129 ロゴマーク入りお散歩マナーセットの提案 上左から ①犬用水筒 ②排泄物処理水 








































上 3 点をテーマに取り組んで行きたいと語った。 




そして、2013 年、10 月 20 日、進展があった。「わんにゃん高畠ペット祭り」が昭和縁結び
通りの取り組みとして実行された。 
 
                                               









図 131 わんにゃん高畠ペット祭りパンフレット 
 
筆者は、犬をテーマにしたまちづくりの例として、2012 年 11 月の高畠での講演で、秋田湯
沢「犬っこまつり」でのイベント、「愛犬祈願祭」の報告を行った。これを参考にして、2013






図 132 「いぬ・ねこ健康祈願祭」の様子 古川和夫撮影 
 
                                               




図 133 健康祈願のおふだのある祭壇の様子 古川和夫撮影 
さらに、前夜祭が 10 月 19 日（土） 夜６時より執り行われ、２０日（日）の「わんにゃん高
畠ペット祭り」に参加の為、RV 車で来客した方々と昭和縁結び通りの方々が参加した。 
 
















                                               
428 Japan RecreationalAssociation 会長は福島雅邦 
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以上の関係を継承する装置として筆者が注目したのが「犬っこまつり」である。2 月第 1 土


































4)  その縁起を記した『犬の宮由来記』が別当寺および民間に写本の形で複数継承されている。 
 
山形県東置賜郡高畠町「犬の宮」は、伝統的な人・犬関係を語り継ぐ象徴であり、年間を通








  人と犬とが深く心の結びつきを持ち、互いに尊敬し、感謝していた関係があった。 
2) 犬猫を人の仲間とするもの同士がし連帯感を持つ 
「供養祭」来訪者のペットを地域の犬猫同様に遇し、亡くなった知人や来られない人達のた

































































































































表 8 生活科活動内容一覧 筆者作成 









MIX 犬 1 頭、オーストラリアンシー
プドッグ 1 頭、T プードル 1 頭、M ダ
ックス 2 頭、マルチーズ 1 頭、ラブラ







マルチーズ 1 頭、M ダックス 2 頭、
T プードル 1 頭、チャイニーズクレス
テッド 1 頭、犬種不明 1 頭、 
ポメラニアン 1 頭、MIX 犬 1 頭、 
シーズー1 頭、ワイマラナー1 頭、 
ラブラドール 2 頭 
3/4 室内アジリティ
音楽セラピー 
雨の日の過ごし方の提案 チャイニーズクレステッド 1 頭、 




マラナー1 頭、T プードル 1 頭、 
シュナウザー1 頭、M ダックス 1 頭、








テッド 1 頭、MIX 犬 1 頭、ゴールデ







チーズ 1 頭、M ダックス 1 頭、 
シェルティ 1 頭、ラブラドール 1 頭、









テッド 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
シェルティ 1 頭、ゴールデン 1 頭、 










M ダックス 1 頭、チャイニーズクレス
テッド 1 頭、ウェスティ 1 頭、 






M ダックス 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
シェルティ 1 頭、ゴールデン 1 頭、 









MIX 犬 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
ゴールデン 1 頭、ウェスティ 1 頭 
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郷土文化の体験をする M ダックス 2 頭、ウェスティ 1 頭、マ
ルチーズ 1 頭、MIX 犬 1 頭 
2/3 ワンちゃんと神
社参拝 
年中行事を体験する M ダックス 1 頭、マルチーズ 1 頭、 
ウェスティ 1 頭、T プードル 1 頭、 









M ダックス 2 頭、ウェスティ 1 頭、 
ゴールデン 1 頭、マルチーズ 1 頭、チ







M ダックス 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
ゴールデン 1 頭、マルチーズ 1 頭、 









ラブラドール 1 頭、犬種不明 1 頭、ウ











マルチーズ 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
エアデールテリア 1 頭、シェルティ 1







マルチーズ 1 頭、ウェスティ 1 頭、シ




























シーズー1 頭、エアデールテリア 1 頭、








M ダックス 1 頭、MIX 犬 1 頭 
エアデールテリア 1 頭、マルチーズ 1
頭、チワワ MIX1 頭 
207 
 






M ダックス 1 頭、MIX 犬 2 頭、T プ
ードル 1 頭、マルチーズ 1 頭 
チワワ MIX1 頭、コーギー1 頭、バー
ニーズマウンテンドッグ 1 頭、ボーダ
ーコリー1 頭、ラブラドール 1 頭、S












チワワ MIX1 頭、マルチーズ 1 頭 
5/10 柏餅作り 季節の食を、飼い主と犬
が共有して楽しむ 




ラブラドール 1 頭、マルチーズ 1 頭、
エアデールテリア 1 頭、チワワ MIX1







M ダックス、エアデールテリア 1 頭、















マルチーズ 1 頭、M ダックス 1 頭、 










マルチーズ 1 頭、T プードル 1 頭、ゴ
ールデン 1 頭、チワワ MIX1 頭 
12/13 クリスマス会 季節の行事を通して、飼い
主同士の交流を深める 
T プードル 1 頭、M ダックス 1 頭 
ウェスティ 1 頭、エアデールテリア 1
頭、マルチーズ 1 頭、イタリアングレ








マルチーズ 1 頭、エアデールテリア 1





マルチーズ 1 頭、ウェスティ 1 頭、 
M ダックス 1 頭、MIX 犬 2 頭、キャ
バリア 1 頭、ラブラドール 1 頭 
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ゴールデン 1 頭、犬種不明犬 1 頭、 
M ダックス 1 頭、ウェスティ 1 頭、 






ウェスティ 1 頭、ゴールデン 2 頭、 














ウェスティ 1 頭、ゴールデン 1 頭、 

















成。約 40 頭の犬と飼い主が参加 
8/8 プチ夏祭り ・季節の行事を通して、愛
犬と楽しく過ごす 
シーズー1 頭、MIX 犬 2 頭、ジャック







ウェスティ 1 頭、T プードル 1 頭、 
エアデールテリア 1 頭 






M ダックス 1 頭、T プードル 1 頭、 
ウェスティ 1 頭 
2010 年計 10 回、延べ参加人数 61 人、参加犬 60 頭 
2011 年計 11 回、延べ参加人数 46 人、参加犬 47 頭 
2012 年計 10 回、延べ参加人数 45 人、参加犬 46 頭 
2013 年（途中経過）計 10 回、延べ参加人数 36 人、参加犬 38 頭 
全合計参加人数 188 人、参加頭数 191 頭 
※その他通常クラスにて実施分（2012 年 5 月 1 日～7 月 27 日延べ人数 40 名 40 頭、2013 年 5































































    ２）何色かの色でパーツを作り、犬の形に仕上げる。 










図 141 犬っこ餅作り（20110113） ドルチェカーネ中塚撮影 
 




































































    ２）団子状に丸める 















    ２）袋をトリーツホルダーの中に入れ、犬に遊ばせる。 
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   また、愛犬と一緒に作り上げたという感情により、愛犬との絆を深めることができた。 
 




















図 151 お花見散歩（20120412） ドルチェカーネ中塚撮影 
 



























































    ２）ニンジンは電子レンジで加熱して柔らかくし、フードプロセッサーで細かくする。 
    ３）フードプロセッサーに全ての材料を入れて混ぜる。 
    ４）3～4ｍｍの厚さに平らに伸ばし、切れ込みをいれる 
    ５）電子レンジで加熱する 
参加犬の様子：初参加のＩちゃんは、少し怖がりで初めは慣れない環境にとまどっていたが、
他の犬もＩちゃんを気にすることがなく、適度な距離を保つことで、最後は安





















    ２）その上から、何層にもコピー用紙を貼り付けていく。 








































表 9 散歩会の活動内容と参加者一覧 ドルチェカーネ中塚作成 


















M ダックス 1 頭、MIX 犬 2 頭 
ラブラドール 1 頭、犬種不明 2








1 頭、MIX 犬 1 頭、S プードル







ラブラドール 1 頭、MIX 犬 2 頭 
犬種不明 2 頭、M ダックス 2 頭 
フラッティ 1 頭、アメリカンピ





ラブラドール 2 頭、犬種不明 1
頭、M ダックス 1 頭、MIX 犬 1







ラブラドール 2 頭、M ダックス
1 頭、ゴールデン 1 頭、S プー





・夏のお出かけのコツを紹介 シーズー1 頭、ラブラドール 2
頭、シェルティ 1 頭、犬種不明




交通安全と守りながら楽しく散歩する M ダックス 1 頭、ゴールデン 1
頭、ラブラドール 1 頭、S プー
ドル 1 頭 
11/6 紅葉を楽し
もう 
季節の風景を犬と一緒に楽しむ M ダックス 1 頭、ラブラドール








狆 2 頭、犬種不明 1 頭 
MIX 犬 2 頭、マルチーズ 1 頭 
パピヨン 1 頭、M ダックス 2 頭 
チャイニーズ・クレステッド 1
頭、ラブラドール 1 頭、エアデ










＜主催＞北神戸田園スポーツ公園（以下 「でんスポ」）  
担当：白澤雅英 園長：二本松正夫 




電話 090-9252-7544 Email：info@dolcecane.com  
住所：〒651-1302 神戸市北区藤原台中町 2－9－13 
伊藤美香（神戸市動物管理センター譲渡動物支援ボランティア「CC クロ」 
電話：078-741-8111(神戸市動物管理センター内) 













選定、規定430を作成した。そして、6 月 2 日、でんスポドッグラン創立記念事業として、この 
「ワンちゃんと一緒にウオーキング会」が催された。 
4 月 19 日、神戸市動物管理センターを通じてでんスポ白澤雅英から筆者に記念行事企画運営
が相談される。同席した動物管理センター主査湯木麻里より、動物愛護啓発活動として、今後
                                               





2 月 2 日 ドッグランに先立ち、テニスコートでドッグランの試行。 
2 月 13 日第 2 回ドッグランワークショップ 
3 月 9 日（土）10 時～「ドッグランの場所を決めよう」ワークショップ 
3 月 13 日（水）19 時～「ドッグランのルールを決めよう」ワークショップ 
4 月 26 日ドッグランオープン 









図 160 犬と飼い主とのウォーキング会 筆者撮影 
周囲の匂いを犬が嗅ぎながら歩く、犬の習性を満たす歩き方と、人間に合わせて一緒に歩く
歩き方の 2 パターンの実践を行った。 
 






図 162 地域の説明 筆者撮影 
途中で二本松園長による、周囲の山の説明を受けた。 
 






















・スタッフ用資料作成 ・参加者用ハンドアウト作成  
・犬具（予備リード、抜け防止首輪、無駄吠え防止グッズ、引張り防止ハーネス、犬用おやつ） 
 
＜参加者＞定員：ドッグランの登録者で先着 20 頭（15 頭の申込）1 オーナーに 1 頭 
1 横山 寛・クウカイ  （柴犬） 11 レモン（ビーグル） 
2 金川行雄・大吉   （トイプードル） 12 谷田とよこ・小春（ラブラドール） 
3 上野みどり・ココ (トイプードル） 13 土井和彦・ハル （ラブラドール） 
4 林英一・チョコ（トイプードル） 14 宮利裕・ララ（ラブラドール） 
5 辻川規子・ロッコ（トイプードル） 15 小林順子・エリ（ｱｲﾘｯｼｭセッター） 
6 狩野葉子ルクア(トイプー×スピッツ） 16  
7 山内隆則・シール（ｼｭﾅ×トイプードル） 17  
8 中村泰子・チョコ（トイプードル） 18  
9 西田直子・カリブ（ダックス） 19  
10 亀岡奎子・ファン  （ｱﾒﾘｶﾝコッカー） ﾃﾞﾓ 伊藤美香・クロエ(ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾌﾟｰﾄﾞﾙ) 
<Memo> 
次回より、事故防止の情報として去勢・避妊の未 or 済み及び犬の年齢を確認のこと。 
家族の参加人数の把握も必要。 
 
表 10 ウォーキング会タイムスケジュール 
時間 内容 備考 
07:00 天候により、実施決定 白澤から中塚に連絡 
08:00 悪天候の場合中止連絡 参加者から白澤に連絡 
09:20 スタッフ、ドッグラン前集合 伊藤with S･ﾌﾟｰﾄﾞﾙ 
「クロエ」 













・オシッコ水の意義、作り方と使い方        
・飼い主準備運動 





















































































＜実証実験＞   
構想の検証としてとして、5 回のコンサートを行った。各回の実践の報告を記す。 
 
第 1 回 
名称：「ワンちゃん同伴コンサート」 
日時：2006 年 9 月 3 日（日）18:00 開演 
場所：三田ウッディタウン市民センター 芝生広場  
主催：三田シティコーラス、ドルチェカーネ中塚、日本動物福祉協会 CC クロ、 
後援：三田市、三田市音楽協会、三田合唱連盟、三田市文化協会、神戸新聞社、六甲タイム
ズ社、三田市小動物開業獣医師会、ハニーFM 
出演：中塚雅敏（バリトン） 有馬晴子（ピアノ） 三田シティコーラス 
参加人数：200 名 参加犬数 100 頭 
入場料：無料 




















図 165 コンサートを犬と楽しむ 2006/09/03 筆者撮影 
 
第 2 回  
名称：「ワンちゃん同伴コンサート」 
日時：2007 年 8 月 26 日（日）18:00 開演 
場所：三田ウッディタウン市民センター 芝生広場  
主催：ドルチェカーネ中塚、神戸室内オペラ、三田シティコーラス、 
後援：日本動物福祉協会CC クロ、三田市小動物開業獣医師会、神戸新聞社、ハニーFM、 
    三田市、三田市文化協会、 
出演：中塚雅敏（バリトン）有馬晴子（ピアノ）三田シティコーラス 














第 3 回 
 名称：'07 動物愛護フェスティバル in 姫路「ワンちゃん同伴コンサート」 
 時：2007 年 9 月 17 日（月・祝日）10:45 開演 
 場所：姫路城三の丸広場  
 主催：姫路市、姫路市動物愛護協会、兵庫県獣医師会姫路支部、姫路小動物開業獣医師 
  出演：中塚雅敏（バリトン） 有馬晴子（ピアノ） 
 参加人数 300 名 参加犬数 50 頭 














 （  
図 167 会場内には散歩マナーの啓発展示も（姫路市による）筆者撮影 
 
第 4 回 
 名称：「ワンちゃん同伴イベント in 元町６丁目 中塚雅敏ヴォーカルコンサート」                       
 日時：2008 年 5 月 6 日（火・祝日）14:00 開演 
 場所：元町 6 丁目商店街最西端付近  
 主催：神戸元町 6 丁目商店街振興組合 
 共催：ドルチェカーネ中塚 神戸室内オペラ 
  出演：中塚雅敏（バリトン） 有馬晴子（ピアノ） 
 参加人数：300 名 参加犬数 40 頭 














図 168 小型犬を抱いて音楽を聴く 筆者撮影 
 
 




第 5 回  
 名称：「ワンちゃん同伴コンサート」 
 日時：2009 年 5 月 10 日（日）18:00 開演 
 場所：三田ウッディタウン市民センター 芝生広場  
 主催：ドルチェカーネ中塚、神戸室内オペラ、三田シティコーラス、 
 後援：日本動物福祉協会 CC クロ、三田市小動物開業獣医師会、神戸新聞社、ハニーFM、 
    三田市、三田市文化協会、 
  出演：中塚雅敏（バリトン）橋本典子（ソプラノ）横山多絵（ソプラノ）有馬晴子（ピアノ） 
佐藤紀子（バイオリン）  
    三田シティコーラス 女声コーラス「はなみずき」 























驚く。」（I 氏（49 歳）ボーダーコリー2 歳雌の飼い主434）との声があった。 
                                               
























































 （第 1 回目参加 35 歳女性 ダックスフンドの飼い主Ｎさん） 
「愛犬と寄り添いながら美しい音楽に聴き入った」 
 （第 2 回目参加 68 歳女性 日本系雑種の飼い主Ｍさん） 
「愛犬と音楽が聴けて最高！」 
 （第 3 回目参加 42 歳女性 チワワの飼い主Ｗさん） 
「他の犬や飼い主さんと交流ができた」 












                                               
435 パメラ・J・リード（2007）大谷伸代監修『エクセレレーティッド・ラーニング』レッドハート社 p.202 










































                                               
437 岡田真美子 2006 年「講の合力」『地域をはぐくむネットワーク』p.21 
438兵庫県南部地震動物救援本部活動の記録編集委員会太田光明他 1996 年『大地震の被災動物を救うために』兵庫県
南部地震動物救援本部 p.5 





































図 171 バス旅行のための犬連れマナーの合意形成 筆者撮影 
 
話し合い（図 171）により決定された内容は以下のとおりである。 
①行き先    飛騨高山と白川郷 
   日程： 5/17(金)-18(土) 1 泊 2 日 






























れた。また、県外に犬とのバス旅行人数が 6 組(6 名と犬 7 頭)なのでバスの座席数で換算する
と必要座席数は、（算出根拠 6 名×1 席+7 頭×１頭当たり 1～2 席）であり中型バス（座席シー
ト 27 席）でも十分なスペースを確保した。シートの配置は、一部のシートを回転させること
ができるサロン形態である（図 172）。 
                                      
 







にゼッケンを装着することも提案された（図 173）。  
                                               
440  岐阜県高山市丹生川町久手 470-1 
441 丸茂観光バス 兵庫県丹波市氷上町西 615-8 


























                                               
443 商標名「ドンパック」 
図 173 迷子対策にゼッケン着用案 筆者撮影 




図 175 ドッグランでの解放 筆者撮影 
 
図 176 バス車内でのゆったりとしたコミュニケーションタイム 筆者撮影 
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図 177 林の中の散策 筆者撮影 
 





図 179 高山市国分寺庚申堂のさるぼぼにお参りする飼い主と犬 筆者撮影 
  
高山市内での観光後、カフェを探していたところ、犬連れ対象カフェではないのに、店主が
招き入れてくれた。2 時間ほども散策した後に入店したので、心からくつろいでいた（図 180）。 
 
 















                                               
444 〒506-2256 岐阜県高山市丹生川町日面 1147 
















5 月 17 日(金） 
出発 到着  行動 
7：30  神戸市北区藤原台中町付近  出発（5 名 6 頭乗車） 
8：00  神戸市長田区鹿松台付近  出発（1 名 1 頭乗車） 
 10：00 多賀ＳＡ 到着 ドッグランにて犬休憩。 
10：30  多賀ＳＡ 出発 




12：30  長良川ＳＡ 出発 
  14：00   飛騨白川郷到着 散策 
16：00   飛騨白川郷  出発 
 17：00 高山わんわんパラダイス 到着 
 
5 月 18 日(土) 
出発 到着 行動 
9：30  宿泊先 高山わんわんパラダイス 出発 
 10：00  アクティビティ： 飛騨大鍾乳洞 到着 
11：00    アクティビティ： 飛騨大鍾乳洞 出発 
 11：30 お食事処 大喜 到着〈昼食〉 
12：30  お食事処 大喜  出発 
 12：45 高山市内 到着 
・散策 ※疲れたらカフェ－休み- 
15：00    高山市内 出発 
 16：30  関ＳＡ 到着 
17：00   関ＳＡ 出発 
 18：00 多賀ＳＡ 到着 
18：30   多賀ＳＡ 出発 
 20：00 神戸市長田区鹿松台付近 到着 






















































                                               
445 〒285-0813 千葉県佐倉市石川 300  
446 〒478-0001 愛知県知多市八幡字蔵池 69-9 設立:2007 年 5 月 
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表 12 犬連れ利用施設・イベントの効果 
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